
VIPO 年間活動報告書 2012
2012.4.1 → 2013.3.31

特定非営利活動法人 （NPO法人） 映像産業振興機構
〒104-0045　東京都中央区築地 4-1-1　東劇ビル 8F
TEL : 03-3543-7531   FAX : 03-3543-7533   
URL : http://www.vipo.or.jp/

京都事務所
〒616-8167　京都府京都市右京区太秦多藪町 45-19 ヤマモトビル 2F
TEL&FAX : 075-432-7340

編集・発行 : NPO 法人 映像産業振興機構   2013 年 5 月 20 日発行

H4 H1plan-A



2 3

人 材 育 成

毎年、自主事業として実施している「メディア・映像業界就職セミ
ナー」も今年で 7 回目となった。毎年改善、工夫を加え今年度は東
京をはじめ関西地区は京都で初めて開催し、昨年大変な反響を得た
仙台でも開催した。特に京都は撮影所等、映像産業の集積が厚い
都市でもあり、エントリー、参加数ともかなりの数となった。さらには、
従来の業界、企業に加えソーシャル・メディア企業も参加し、過去
最大の参加企業数となり、業界領域を拡大し多くの学生の参加を得
た。また、昨年と同様に USTREAM（ユーストリーム）の配信も実
施した。

【ｎｄｊｃ2012 実施概要】

【セミナー実施概要】

●東京
開催日：2012年 12月1日（土）、2日（日）、
　　　  16 日（日）、22日（土）
会場：文京学院大学
参加企業数：34 社
参加学生数：4,000 名

●京都
開催日：2012 年 12 月 8日（土）、9日（日）
会場：京都コンピュータ学院
参加企業数：15 社
参加学生数：1,400 名

トピックス

●ndjc2009 製作実地研修参加作家の金井純一監督の短編作品『転校生』
が第 17 回釜山国際映画祭でソンジェ賞（短編映画賞）特別賞を受賞

●ndjc2008 製作実地研修参加作家の中野量太監督の長編作品『チチを撮
りに』が第 63 回ベルリン国際映画祭ジェネレーション部門に正式招待

●ndjc2008 製作実地研修参加作家の中野量太監督の長編作品『チチを
撮りに』が「SKIP シティD シネマプロジェクト」第 3 弾作品に選出され、
新宿武蔵野館ほかで劇場公開

●合評上映会特別上映を大阪で初めて開催

■ndjc2012 製作実地研修
　参加作家と完成作品

　このプロジェクトは、文化庁の委託を受けて2006年度よりスタート
したもので、優れた若手映画作家を対象に、本格的な映像制作技
術と作家性を磨くために必要な知識や技術を継承するためのワーク
ショップや製作実地研修を実施すると同時に、作品発表の場を提供
することで、次代を担う長編映画監督の発掘と育成を目指している。
　今年度は、応募者の中から15作家がワークショップに参加。さら
にその中から５作家が、最終課題である製作実地研修に参加し、シ
ナリオ開発や35ミリフィルムでの撮影を必須とした短編映画制作を
行った。その後各地で完成作品の合評上映会を開催し、多方面の方々
から講評をいただいた。これまでに完成した作品と併せて、今後も
引き続き発表の機会を提供してゆく。

若手映画・映像製作者（監督、プロデューサー等）を対象に、
京都府内での撮影を想定した時代劇ジャンルの作品企画を募集
し、業界の一線で活躍するプロデューサーや関係者などが応募
企画を評価する「企画コンテスト」、および補助金やファウンディ
ング、映画祭出品に関する「交流・相談会」を開催。2012年12
月 8日に行われたプレゼンテーション審査では、書類選考を通過
した8企画の中から『未来特区 ネオ・ウズマサ』（辻本貴則氏／
映画監督）が優秀賞に選出された。優秀賞企画には400万円相当
のパイロット版映像制作の権利が付与され、2012年 3月に東映株
式会社京都撮影所の協力のもと撮影・制作が行われた。

　2006 年以来、AFI コンサバトリへ志願する日本人に対し、VIPO
は推薦活動を行っている（原則、年に1名）。2012年度は映像業界
経験者１名を選考、推薦し、撮影監督コースへの合格が内定した。

●仙台
開催日：2013 年 1月10日（木）
会場：仙台市情報・産業プラザ
参加企業数：6 社
参加学生数：120 名

菊池清嗣『半径 3 キロの世界』 鈴木研一郎『ラララ・ランドリー』

小林達夫『カサブランカの探偵』 畑中大輔『プリンの味』

庄司輝秋『んで、全部、海さ流した。』

●作家の公募 5月 14 日（月）～ 6月 29 日（金）
すでに相応の映像製作実績と評価を有する若手映画作家を対象に、映画
関係団体等からの推薦を受付

●ワークショップ 8 月 3日（金）～ 8月12日（日）
一定の条件の下で、共通のテーマに沿った 5分以内の作品を制作

●製作実地研修 9 月～1月
35ミリフィルム撮影による25分以上 30 分以内の劇映画作品を制作

●合評上映会・講評会　　2 月～ 3月
2 月  8  日（金） 東京会場（角川シネマ新宿）
 プロジェクト検討委員による講評会
2 月 19 日（火） 大阪会場（梅田ガーデンシネマ）
2 月 20 日（水） 京都会場（東映京都撮影所第一試写室）
2 月 21 日（木） 名古屋会場（シネマスコーレ）
3 月  2  日（土）～ 3 月 8 日（金）
 合評上映会特別上映東京会場
 （ユナイテッド・シネマ豊洲）
3 月 20 日（水・祝） 仙台会場（桜井薬局セントラルホール）
3 月 21 日（木） 脚本指導講師による講評会
3 月 23 日（土）～ 3 月 29 日（金）
 合評上映会特別上映大阪会場
 （梅田ガーデンシネマ）

ｎｄｊｃ：若手映画作家育成プロジェクト 京都映画・映像企画市

AFI (American Film Institute) への
留学推薦者の斡旋

メディア・映像業界就職セミナー

京都太秦クリエーター支援拠点 (UZU)

VIPO 人材育成基盤プログラム

開催日：2012 年 8月 21日（火）～
　　　　8月 24日（金）
会　場：宝塚大学新宿校

2009 年より実施している「人材育成基盤プログラム」は、シナ
リオ、キャラクター、ミザンセーヌの各セミナーに引き続き、今
年度は基礎造形を加え、CG-ARTS協会様へ協力し総合セミナー
を実施した。

UZU セミナー

会場提供

映画・映像産業の振興の一環として、京都太秦地域内でクリ
エーターの人材育成、サポート等を実施。
本事業では、映画・コンテンツ関連分野のクリエーターを対象
としたインキュベーション支援を行っており、2013年1 月現在5人
の入居者が、UZUを拠点にそれぞれ活動を行っている。入居者
同士やコンテンツ関係者との交流を促し、ネットワークづくりを
行う場として、事務所内に多目的スペースも設置。
また2012年度は、映画・映像関連の持込企画に対し会場の提供・

共催を行ったほか、クロスメディア展開を目指している映画・アニ
メ・ゲームなど各映像業界の方を対象とした座談会「UZU セミ
ナー」を開催。京都ヒストリカ国際映画祭とコラボレーションなど
も行った。

P2 P3



4 5

　経済産業省受託事業「コ・フェスタ（JAPAN 国際コンテンツフェスティ
バル）」は、日本が誇るゲーム、アニメ、マンガ、キャラクター、放送、音楽、
映画といったコンテンツ産業およびファッション、デザイン等コンテン
ツと親和性の高い産業に関わる各種イベントが連携して開催する世界
最大規模の統合的コンテンツフェスティバルであり、VIPOは2007年度
よりその実行本部を運営している。
　6 年目を迎えた今年度は、新たな取り組みとしてオフィシャルイベン
トの 4 つのコンテンツマーケットをお台場へ統合、合同で開催した。
また、コ・フェスタ留学生アンバサダーとして日本の文化やコンテンツ
を深く理解している日本在住の外国人大学生および大学院生たちが、
コ・フェスタ開催期間を中心にグランドセレモニーをはじめ様々なイベ
ントに参加し、SNS 等を通じてクール・ジャパンの魅力を自国はじめ海

外に広く紹介した。記者会見等では海外メディアへの広報活動を積極的
に展開し、日本のコンテンツ情報をより多くの国々やエリアに即時発信
していくことでコンテンツ産業の振興に寄与することができた。

市 場 開 拓

日中国交正常化 40 周年を迎えた2012 年、VIPOは日中国交正
常化周年事業（中国におけるゲームビジネス展開調査、中国に
おける出版ビジネス展開調査）を経済産業省からの受託事業とし
て行った。最もビジネス化されていると言われているゲーム事業
の調査は、新聞出版総署が実質的に主催している「CHINA JOY」
開催時（2012 年 7月25日）に官民交流会と、新聞出版総署との
GtoGのセッティングを実施した。出版の調査は、19 回目を迎え
た「北京ブック フェア」開催直後（2012年8月31日）に官民交
流会と、新聞出版総署との GtoG セッティングを実施した。

東京ゲームショウ 2012

日本ゲーム大賞 2012

KYOTO CMEX 2012

CEATEC JAPAN 2012

Mercedes-Benz Fashion Week TOKYO　

第5回ロボット大賞

第39回「日本賞」教育コンテンツ国際コンクール

第9回文化庁映画週間

第25回東京国際映画祭

国際ドラマフェスティバル in TOKYO 2012

第9回東京国際ミュージックマーケット

TIFFCOM 2012 Marketplace for Film & TV in Asia 

東京国際アニメ祭 2012 秋 

CREATIVE MARKET TOKYO 2012

デジタルコンテンツ EXPO 2012

Inter BEE 2012

第29回 ATP賞テレビグランプリ 2012

マンガフェスティバル in シンガポール

留学生アンバサダー

オフィシャルイベント

グランドセレモニー

4マーケット合同セレモニー

記者会見

MAN WITH A MISSION  経済産業省表敬訪問

本運営協議会（会長：北川直樹 / 一般社団法人日本レコード協
会会長、主査：瀬尾太一 / 一般社団法人日本写真著作権協会常務
理事）から委託を受け、運営事務局を担当している。2012年12月に、
本ポータルサイト「JAPACON」(www.japancontent.jp/) を海外
バイヤーをメインターゲットに日本の最新情報を発信するよう
全面リニューアルし、海外ユーザ向けに facebook ページ
(http://www.facebook.com/japancontent) とあわせてオープンし
た。ポータルサイトやSNSでの情報発信、海外のコンテンツバイヤー
等を対象とした定期的なメールマガジンの配信、TIFFCOM・ATF
をはじめとしたコンテンツバイヤー向け展示会でのプロモーション
活動等、多面的な情報発信を実施した。

京都府内ロケ地情報ポータルサイト「ロケスポット京都」　http://www.locaspot-kyoto.jp/

コ・フェスタ（JAPAN 国際コンテンツフェスティバル） コンテンツ・ポータルサイト運営協議会

今年度よりスタートした「京都国際マンガ・アニメフェア（京
まふ）」においてVIPOは、コンテンツビジネスを活性化させるた
めに、キャラクターのライセンサー企業とそれを活用するライセ
ンシー企業にビジネス機会創出のためのビジネスセミナーを開催
した。また、実行
委員長にはVIPO松
谷孝征理事長が就
任した。

京都国際マンガ・アニメフェア（京まふ）2012

「日韓コンテンツ成功事例とビジネス戦略」と題し、VIPOと韓
国コンテンツ振興院（KOCCA）の共催で2010年よりスタートした
「日韓コンテンツビジネスフォーラム」の特別講演を開催した。日
韓から講演者を招き、日本と韓国のコンテンツ政策およびテレビ、
キャラクター、アイドル、映画の成功事例についての講演を行った。

韓国コンテンツ振興院 (KOCCA)との共催セミナー

10月にフランス・カンヌで開催された国際コンテンツ見本市
MIPCOMにおいて初めてのオールジャパンTV局によるイベント「ト
レジャーボックスジャパン」が開催された。NHK、日本テレビ、
テレビ朝日、TBS、テレビ東京、フジテレビおよび朝日放送が放
送フォーマットを販売するためにプロモーションビデオや日本の
アーティストのパフォーマンス等で海外バイヤーへアピールした。

Treasure Box Japan

クール・ジャパン戦略の重要な一角
を期待されている日本のテレビ番組の
海外展開の拡大を目指し、2012年７月
の刊行（発売：丸善出版、定価1,800円
＋税）以来テレビ番組海外販売必読の
書として注目を集めた。

「テレビ番組の海外販売ハンドブック」の出版

京都府内市町村へのロケ誘致を一層促進すべく、府内の各市
町村から収集したロケ地情報を一元化し、より多くのデータを、
より早く・便利に、映画・映像制作者へ提供することを目的とし
た京都府内のロケ地情報のポータルサイト「ロケスポット京都」
を構築・運営。2013 年 1月より試験運用、3月より本格運用を開
始し、掲載数は約 500 件に達した。2013 年 3 月 13 日には京都市
内にて府内市町村関係者等による情報交換会を開催し、「ロケー
ションジャパン」副編集長の山田実希氏を招いての講演や、事例
報告および意見交換を行った。

ロケスポット京都

日中国交正常化周年事業
「中国におけるゲームビジネス／出版ビジネス展開調査」

VIPO は日中国交正常化周年事業（中国及びその他アジア地域
における映像事業制作管理）を経済産業省から受託した当初、
アニメ上映及び音楽事業を中国での実施として検討したが、日・
ASEAN友好協力 40 周年を迎えた2013年に実施がずれこんだ
ため、インドネシア、ジャカルタにて2013年3月14 ～20日に
｢Jimpact」事業を行った。散発的に商業上映されていたアニメ
映画を初めてまとめた形で上映し、また、今まできちんとインド
ネシア政府に紹介されていなかったライブビューイング事業を多
くの日本人アーティストのライブ映像によって紹介した。

日中国交正常化周年事業
「中国及びその他アジア地域における映像事業制作管理」

コンテンツ・ポータルサイト「JAPACON」　http://www.japancontent.jp/

facebook ページ「JAPACON」　http://www.facebook.com/japancontent

開催日：2013 年 2 月 25日（月）
場所 :  飯田橋レインボービル
参加者：約 120 名
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市 場 開 拓

VIPO 会員社（五十音順）

【法人会員】

株式会社秋田放送

株式会社アサツーディ・ケイ

伊藤忠商事株式会社

株式会社 IMAGICA

株式会社イマジカデジタルスケープ

一般社団法人映画産業団体連合会

一般社団法人衛星放送協会

公益社団法人映像文化製作者連盟

エイベックス・エンタテインメント株式会社

株式会社エスピーオー

株式会社 NHK エンタープライズ

大蔵映画株式会社

一般社団法人外国映画輸入配給協会

株式会社角川書店

株式会社カプコン

株式会社キネマ旬報社

株式会社木下工務店

ギャガ株式会社

キヤノン株式会社

キングレコード株式会社

株式会社クオラス

株式会社クリーク・アンド・リバー社

コダック株式会社

コンテンツ・ポータルサイト運営協議会

一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会

埼玉県彩の国ビジュアルプラザ

松竹株式会社

株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス

住友商事株式会社

セガサミーホールディングス株式会社

全国興行生活衛生同業組合連合会

一般社団法人全日本テレビ番組製作社連盟

ソニー PCL 株式会社

株式会社第一興商

株式会社第一通信社

高津装飾美術株式会社

株式会社タカラトミー

株式会社 TBS テレビ

株式会社ティーワイリミテッド

株式会社テイチクエンタテインメント

株式会社デジタル SKIP ステーション

株式会社手塚プロダクション

株式会社テレビ朝日

テレビ大阪株式会社

株式会社テレビ東京

株式会社電通

東映株式会社

東映アニメーション株式会社

東宝株式会社

学校法人東放学園大学映画専門大学院大学

東宝東和株式会社

株式会社東北新社

株式会社徳間ジャパンコミュニケーションズ

株式会社ドリーミュージック

中日本興業株式会社

名古屋テレビ放送株式会社

日活株式会社

株式会社日経 BP

日本アカデミー賞協会

協同組合日本映画製作者協会

一般社団法人日本映画製作者連盟

一般社団法人日本映画テレビ技術協会

一般社団法人日本映像ソフト協会

日本コロムビア株式会社

日本テレビ放送網株式会社

一般社団法人日本動画協会

一般社団法人日本民間放送連盟

一般社団法人日本レコード協会

株式会社博報堂

株式会社バップ

パラマウント・ジャパン合同会社

ぴあ株式会社

株式会社フォーライフミュージックエンタテインメント

株式会社フジテレビジョン

富士フイルム株式会社

ブロードメディア・スタジオ株式会社

ホクエツ印刷株式会社

株式会社ポニーキャニオン

株式会社ホリプロ

三菱商事株式会社

武蔵野興業株式会社

ユニバーサルミュージック合同会社

吉本興業株式会社

琉球放送株式会社

株式会社ワーナーミュージック・ジャパン

株式会社WOWOW

【賛助会員】

ウシオ電機株式会社

鹿島建設株式会社

片倉工業株式会社

株式会社きんでん東京本社

スカパーJSAT 株式会社

ソニー株式会社

高砂熱学工業株式会社

株式会社東芝

トヨタ自動車株式会社

日本電信電話株式会社

パナソニック株式会社

株式会社みずほコーポレート銀行

三井不動産株式会社

森ビル株式会社

※個人会員制度有

※2013 年 3月 31日現在

平成 24 年度総会・理事会・幹事理事会

総　   会

総会 2012 年  6  月 21 日

平成 24 年度政策検討委員会

ビジネスインキュベーション分科会

理 事 会

第 20 回理事会 2012 年  6  月 11 日
第 21 回理事会 2012 年  6  月 21 日
第 22 回理事会 2012 年 11 月 26 日

幹事理事会

第 19 回幹事理事会 2012 年  4  月 12 日
第 20 回幹事理事会 2012 年  7  月  5  日
第 21 回幹事理事会 2012 年 11 月 26 日
第 22 回幹事理事会 2013 年  3  月  8  日

振興財源分科会 part2 の検討

　映像産業が「安心して制作できる職場」に留まり続けるため、最
近話題になっているいくつかの資金調達方法やプロジェクトの意思決
定について、勉強会を行った。

　映像ビジネス・プロデューサー育成カリキュラムの策定のために、
今年度は青山学院大学総合文化政策学部において、著名業界人によ
る講演やワークショップを含む実験授業を 9 回・14コマ行った。「感
性だけでなく、論理性をもち、分析能力のあるプロデューサーを育成
する」という従来からの VIPOプロデューサー育成方針に基づき、今
まで専門外であると思われてきた総合大学の一般的な文系や理系の
専攻者を対象にするエクステンション・カリキュラム（教育プログラム）
に用いることが可能なパッケージにすることを目標としている。ジャパン・コンテンツ  ローカライズ＆プロモーション支援助成金（J-LOP）

本助成金は、海外展開に必要な映像素材のローカライズやプロ
モーションへの助成を通じて、日本のコンテンツの海外発信に対
する総合的な支援を実施し、日本ブームを創出することにより、
関連産業の海外展開の拡大、観光等の促進につなげることを目的
としています。

本助成金事業への理解を深めて頂けるよう、各業界団体への
説明会などを順次実施。4 月以降も一般向け及び業界団体や、
首都圏のほか各地方経済産業局とも連携し、説明会を実施予定。
（参加者1,000人超／4月末見込み）

J-LOP 事業について J-LOP 事務局組織と役割

広報・コミュニケーション

　VIPOは、日本のコンテンツの海外発信を総合的に支援するため、新たにジャパン・コンテンツ海外展開事務
局を設置し、経済産業省・総務省の補助金を受け、基金を造成し「ジャパン・コンテンツ ローカライズ＆プロモー
ション支援助成金」（J-LOP）事業を開始した。（個別の申請受付は2013年3月19日より開始）

１．事業概要： 組織・役割 ※青部分が J-LOP の役割

平成25年3 月19日（火）～平成26年3月31日（月）までに交付
決定を行える時期。

４．申請受付期間

（１）助成率：  経費の最大1/2 まで
（２）助成予算総額：
　　  ローカライズ助成事業 ：  約95億円　
　　  プロモーション助成事業 ：  約60億円

３．助成率、助成予算総額：

国内事業者がコンテンツの海外発信のために行う以下の事業を
助成します。

映画、テレビドラマ、アニメ、その他のテレビ番組及び配
信番組（ドキュメンタリー、バラエティ番組等）、電子コミック、
ゲーム等、様々な映像素材が海外で発信（放送、配信、上映）
される際に必要となる字幕の付与や音声の吹き替えなどの
ローカライズ作業に対し、助成金を交付。

２．助成対象事業：

（１）ローカライズ助成事業

映画、テレビドラマ、アニメ、その他のテレビ番組及び配
信番組（ドキュメンタリー、バラエティ番組等）、電子コミック、
ゲーム等、ならびに出版、音楽コンテンツの海外展開に関連
する見本市への出展やイベント開催などの各種プロモーション
活動に対し、助成金を交付。

（２）プロモーション助成事業

本募集要項及び、エントリー方法、説明会日時については、『ジャ
パン・コンテンツ ローカライズ＆プロモーション支援助成金』（J-LOP）
ホームページ (www.J-LOP.JP) をご参照下さい。

５．申請について
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